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第７３回 全国大学獣医学関係代表者協議会記録（案） 

 
日   時  平成１２年１０月６日（金）午後１：００～２：５０ 
場   所  大阪府立大学農学部一階 大会議室 
出  席 者 
  会 長  唐木 英明（東京大学） 副会長  種池 哲朗（酪農学園大学） 
 （北 海 道 大 学        ）  藤田 正一、喜田  宏、桑原 幹典、藤永  徹  
 （帯 広 畜 産 大 学        ）  山田 純三、品川 森一、宮原 和郎、小俣 吉孝 
 （岩 手 大 学        ）  内藤 善久、松坂 尚典、三宅 陽一 
 （東 京 大 学        ）  佐々木伸雄、小野憲一郎、局  博一 
 （東 京 農 工 大 学        ）  金子 賢一、本多 英一、山根 義久 
 （岐 阜 大 学        ）  小森 成一、工藤 忠明、平井 克哉、北川  均 
 （鳥 取 大 学        ）  原田 悦守、島田 章則 
 （山 口 大 学        ）  徳力 幹彦、田浦 保穂、甲斐 一成 
 （宮 崎 大 学        ）  立山  晉、萩尾 光美 
 （鹿 児 島 大 学        ）  岡  達三、岡本 嘉六 
 （大 阪 府 立 大 学        ）  澤田  勉、畑  文明、児玉  洋、松尾 三郎 
 （酪 農 学 園 大 学        ）  森田 千春、小谷 忠生、加藤 清雄 
 （北 里 大 学        ）  天間 恭介、前原 信敏、武藤顕一郎 
 （麻 布 大 学        ）  中村 経紀、政岡 俊夫、和田 恭則、赤堀 文昭 
 （日 本 大 学        ）  酒井 健夫、福田 陽一、長谷川篤彦    
 （日本獣医畜産大学）  池本 卯典、中條眞二郎、澤田 拓士、大石  巖 
                                   以上５３名 
 （事   務   局）  日本獣医畜産大学 長田賢一郎、深浦大二郎、中澤 幸雄 

 
特別出席       
  社団法人 日本獣医師会      専務理事  松 山  茂 
  日本学術会議獣医学研究連絡委員会 委 員 長      高 橋  貢 

  
 唐木会長より開会の宣言があり、直ちに本日の議事に入った。 

 
Ⅰ．前回議事録の確認について 
   第７２回「全国獣医学関係大学代表者協議会」記録の確認が行われ、承認された。 

 
Ⅱ．報告事項 
 １．「国公立大学獣医学協議会」報告 
  徳力会長（山口大学）より、「国公立大学獣医学協議会」の報告が行われた。国立

大 学再編問題においては、東日本４校においては具体的進捗が見られないが、西日

本４校においては、宮崎大学及び山口大学の２校が九州大学との統合の話し合いが進

んでいる旨報告された。 
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  また、以下の 4点についても合意に達した旨報告された。 

(1) すべての国立大学の獣医学部・獣医学科が再編に参加する。 
(2) 平成 9年 4月の国公立大学獣医学協議会での決議の枠組み以外に、新しい枠組み
も模索する。 

(3) 国立大学の獣医学部・獣医学科は3-4校を目指して集約する。 
(4) 西で進んでいる、2校先行による九州大学獣医学部案の模索を全面的に支持する。 

 
 これらの国公立協議会の合意事項について検討の結果、全国協議会としても全面的

に支持・支援していくことで了承された。 
    
 ２．「私立獣医科大学協議会」報告  
   中村会長（麻布大学）より、平成１２年６月１６日に「私立獣医科大学協会総会」 
  が開催され、獣医学教育のあり方などについての活動報告に基づき、「相互評価委員 
  会」を設置した旨報告があった。また、平成１１年１０月と平成１２年４月には「獣 
  医臨床教育担当者会議」が開催された旨報告があった。 
   なお、私立協議会での協議事項の中から以下の様な報告がされた。 
  ①獣医学教育のありかたの中で、下記の取り組みの検討を行った。    
   ＊平成１２年度基盤研究Ａ「獣医学教育の抜本的改善の方向と方法に関する研究」 
   ＊各大学の臨床教育への取り組み 
   ＊「相互評価委員会」委員の選出及び実施 
  ②獣医学修士課程の必要性 
  ③平成１３年度各私大における下記事項について承合した。 
   ＊学納金値上げの問題 
   ＊入学試験日程 
      
 ３．「横断的評価委員会」報告 
 局委員長（東京大学）より、過日、全獣医関係大学を対象に実施した自己点検・評

価結果に基づき取り纏めた、横断的評価について中間報告があった。配付資料の「主

な評価結果」を基に詳細説明があり、これを踏まえ種々意見交換を行った。 
 また、唐木会長より、評価結果を取り纏め、最終的に各大学長・学部長、関係諸機

関宛公表予定である旨、補足説明があった。 
 なお、大学名について、「アルファベットで標記し、実名を避ける。」ことについて、

国立大学の実名公表の要望が出されたが、現段階では難しい状況である旨、唐木会長

より説明があった。但し、今後各大学の学部長レベルの同意があれば実名公表の可能

性も残されている旨補足された。 
 続いて、横断的評価委員会の位置付けについて再確認したいとの質問があり、確認

の結果、当委員会は絶対評価と相対評価の二つを実施する意図で設置されたものであ

り、各大学は、①「評価項目の一つ一つを、基準と照らし合わせて分析し、現況を認

識する」②「横断的に他大学との比較を行い、分析する。」の二つの視点から自己点検

評価活動を行うとの見解が、唐木会長より示され、了承された。 
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 最後に、唐木会長より横断的評価完成後に、外部評価を導入予定である旨説明があ

った。現行では、大学基準協会による評価は「機関評価」に留まる予定であることか

ら、新たにＪＡＢＥＥやアメリカのアクレディテーション機関を参考に、獣医学のた

めの外部評価機関の設置をしたい意向が明らかにされ、ついては各会員に対し協力要

請があった。 
      
 ４．「獣医学教育関係者連絡会議」及び「獣医学教育のあり方に関する懇談会」の設置に 
  ついて 
唐木会長より、８月３１日に開催された「獣医学教育関係者連絡会議」の報告があ

った。「獣医学教育関係者連絡会議（代表 五十嵐幸男 日本獣医師会長）」は「獣医

学教育のあり方に関する懇談会（座長 黒川清 東海大学医学部長）」に対し、 
①国・公・私立大学における獣医学教育の充実に関すること。 
②国立大学獣医学部の適正な規模及び配置に関すること。 
の２点について、先般諮問を出した旨報告され、１１月末頃答申が得られる予定で

ある。 
        (参 考) 
    「獣医学教育関係者連絡会議（代表 五十嵐幸男）」 
      全国大学獣医学関係代表者協議会       会 長  唐木 英明 
      国公立大学獣医学協議会           会 長  徳力 幹彦 
      私立獣医科大学協議会            会 長  中村 経紀 
      日本学術会議 獣医学研究連絡委員会     委員長  高橋  貢 
      財団法人大学基準協会 獣医学教育研究委員会 委員長  光岡 知足 
      社団法人 日本獣医学会           理事長  土井 邦雄 
      社団法人 日本獣医師会           会 長  五十嵐幸男 
      
    「獣医学教育のあり方に関する懇談会（座長 黒川 清）」 
      黒川  清 東海大学医学部長 日本学術会議副会長 
      小出 五郎 日本放送協会 解説委員 
      小林 正彦 東京大学副学長  
      竹中 登一 山之内製薬株式会社 取締役 社長 
      丹羽 雅子 奈良女子大学学長 日本学術会議第６部会員 
      馬場 練成 読売新聞社 論説委員 
      増田  裕 三共株式会社 取締役 研究本部副本部長 
      松田  譲 協和発酵工業株式会社 執行役員 医薬総合研究所長 
      渡邊 誠喜 東京農業大学教授 日本学術会議第６部会員 

 
 ５．その他 
① １０月１５日で「日本学術会議獣医学研究連絡委員会委員長」の任期を迎えられ 
   る高橋貢先生より挨拶があった。また、高橋先生の永年の御尽力・御功労に対し、 
   唐木会長より謝辞が述べられた。 
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② 赤堀教授（麻布大学）より、大学基準協会で現在、大学院獣医学研究科の基準の 
 改正作業が進められており、今年度中に策定される予定である旨報告があった。そ 
 の中には、獣医学研究科の中に、各大学のフレキシブルな選択で修士課程を設置で 
 きることなどの事項が盛り込まれている。 
③ 唐木会長が研究代表を務める科学研究経費について、来年３月迄に報告書を取り  
   纏める必要があることから、関係各位に協力方要請があった。また、次年度は徳力 
   教授（山口大学）を代表として研究が継続されるので、併せて関係各位に協力願い 
   たい旨要請があった。 
④ 平井教授（岐阜大学）より、岐阜大学連合大学院で今年９月に実施した外部評価 
 について、報告があった。 
⑤ 唐木会長より、本協議会執行部は来年３月で任期満了となるため、各大学におい 
 ては役員改選に遺漏のないよう、協力方要請があった。 

 
Ⅲ．協議事項 
１．規約の改正について（本協議会の名称変更） 
唐木会長より、本協議会の名称について変更したい旨提案があった。「全国獣医学関 

  係大学代表者協議会」から「全国大学獣医学関係代表者協議会」と名称変更すること 
  について協議の結果、概ね原案どおり了承された。ついては、係る本会規約の一部を  
  文言修正し、平成 12年 10月６日付で規約改正を承認した。 

 
２．獣医学教育の改善について 
唐木会長より、先に了承された「九州大学への宮崎大学・山口大学の２校先行案を 

  全国協議会として全面的に支援・要望していくにあたり、文書を関係大学・諸機関な   
  ど主要送付先に連名（全国協議会長・国公立協議会長・私立協議会長・日本獣医師会  
  長・日本学術会議獣医学研究連絡委員会委員長）で送付したい旨提案があり、了承さ 
  れた。 
        
３．その他 
① 唐木会長より、獣医学に係る外部評価機関の設置について意見聴取したい旨依頼 
 があった。ＪＡＢＥＥやその他の審査機関も参考に、慎重に外部評価機関の設置を  
 検討したいので、各会員に対し継続審議の要請があった。 
  また、日本の獣医学部の幾つかをサンプルとして、敢えてアメリカ・アクレディ 
 テーション機関による評価を受け、日本の獣医学の基礎・臨床・応用各分野におけ 
 る現況を認識したい旨の要望も出された。 
② 次回の全国協議会は、平成１３年４月１日（日）に東京農工大学において、開催 
 予定であり、執行部（会長・副会長・事務局）の改選が行われる旨報告された。 
   
                                   以  上    


